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○山北町営林道管理要綱 

平成２４年１０月１０日 

告示第６１号 

改正 令和５年６月２９日告示第４５号 

目次 

第１章 総則（第１条・第２条） 

第２章 林道の管理（第３条～第８条） 

第３章 林道の転用又は用途変更等（第９条～第１３条） 

第４章 林道の占用及び目的外使用（第１４条～第２５条） 

第５章 補則（第２６条） 

附則 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この要綱は、山北町営林道（以下「林道」という。）の管理に必要な事項を定め、林道

の保全及び車両の通行等の安全並びに利用の円滑化を図ることを目的とする。 

（用語の定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の定義は当該各号に定めるところによる。 

（１） 林道管理者 山北町長をいう。 

（２） 車両 道路交通法第２条第８項に規定されたものをいう。 

第２章 林道の管理 

（林道の管理） 

第３条 林道管理者は、林道の保全及び車両の通行等の安全並びに利用の円滑化を図るため、林

道の適切な管理に努めるものとする。 

２ 林道管理者は、林道施設の維持管理等のため、林道として管理する敷地（以下「林道敷地」

という。）について、林道施設の外縁から余裕幅を設けるよう努めるものとする。なお、余裕

幅は２mを標準とし、林道施設の規模、安定度、維持管理、周辺に与える影響度等を考慮して

増減するものとする。 

（林道の設置） 

第４条 林道管理者は、林道の設置にあたり、設置及び設置後の維持管理を行うために、設置に

係る土地所有者及びその他その土地の権原をもつ者から、書面をもって土地の使用承諾を得な

ければならない。 

２ 林道管理者は、土地所有者等から得た土地使用承諾書を整理、保管しなければならない。 

（林道台帳の作成） 
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第５条 林道管理者は、林道台帳を作成し保管するものとする。 

２ 林道管理者は、林道台帳の記載事項に変更が生じた場合は、すみやかにその訂正を行うもの

とする。 

（林道に関する禁止行為） 

第６条 林道管理者は、次に掲げる行為を禁止し、林道利用者に周知するとともに適切な指導を

行うものとする。 

（１） 林道を損傷し、又は汚損する行為 

（２） 林道に木材、土石等の物を置き車両の通行等に支障を及ぼす行為 

（３） 橋梁の制限重量以上の車両の通行行為 

（４） ごみ等を投棄する行為 

２ 林道管理者は、前項各号に掲げる行為を行った者及び行うおそれのある者に対して、原状に

回復させる等の適切な措置を講ずるものとする。 

（標識の設置） 

第７条 林道管理者は、林道の起点及び終点その他必要な場所に林道名、管理者名、延長、幅員

等を明示した林道標識を立てるものとする。 

２ 林道管理者は、林道の保全及び車両の通行等の安全並びに利用の円滑化を図るため、必要な

場所に道路標識その他を設置するものとする。 

（林道の通行の禁止又は制限） 

第８条 林道管理者は、次の各号のいずれかに該当するときは、区間を定めて、林道の通行を禁

止し又は制限することができる。 

（１） 林道の破損、欠壊その他の事由により車両の通行に危険があると認められるとき。 

（２） 林道に関する工事のため、やむを得ないと認められるとき。 

（３） 異常気象など、車両の通行が危検であると認められるとき。 

（４） 林道経営や森林の適正な維持管理を行う目的で林道を利用する者以外の車両が通行す

るとき。ただし、別に定める車両は除く。 

２ 林道管理者は、前項に規定する通行の禁止又は制限をするときは、通行の禁止又は制限に関

する標示板を設置するものとする。また、路線ごとの利用状況等を勘案し、必要に応じてゲー

トを設置し施錠するものとする。なお、ゲートを設置し施錠する場合は、鍵の貸し出し等、必

要な事項を別に定めるものとする。 

３ 林道管理者は、第１項第４号の規定に該当することにより第２項の規定に基づきゲートを設

置し施錠するときは、関係行政機関及び地元関係者と協議し、実施にあたっては、必要な書類

を整備保管して行わなければならない。 

第３章 林道の転用又は用途変更等 
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（林道の転用又は用途の変更等） 

第９条 林道において次の各号に該当する行為をしようとする者は、林道管理者の承認を受けな

ければならない。 

（１） 林道の転用又は用途変更 

（２） 林道の管理替え 

（３） 林道以外の道路を林道に編入 

（林道管理者以外の者が行う林道工事） 

第１０条 林道管理者以外の者が林道の改良を目的として林道の規格構造の変更工事をしよう

とするときは、林道管理者の承認を受けなければならない。また、承認された内容等を変更す

る場合も同様とする。 

２ 前項の工事は林道規程（昭和４８年４月１日４８林野道第１０７号）に準拠して設計しなけ

ればならない。 

（林道への取付け） 

第１１条 道路等を林道に取り付けをしようとする者は、林道管理者の承認を受けなければなら

ない。 

（林道の転用等の申請） 

第１２条 第９条、第１０条、第１１条の規定により承認を受けようとする者は、次の各号に掲

げる書類等を林道管理者に提出するものとする。 

（１） 第９条第１号に係る申請については第１号様式 

（２） 第９条第２号に係る申請については第２号様式 

（３） 第９条第３号に係る申請については第３号様式 

（４） 第１０条第１項に係る申請については第４号、第５号様式 

（５） 第１１条に係る申請については第６号様式 

（工作物の帰属） 

第１３条 林道管理者以外の者が行う工事により林道敷地内に設置された工作物のうち、林道管

理上必要と認められるものは林道管理者に帰属するものとする。 

第４章 林道の占用及び目的外使用 

（林道の占用） 

第１４条 林道敷地内に工作物又は施設を設けて林道の占用をしようとする者は、林道管理者の

承認を受けなければならない。 

２ 林道敷地内に工作物又は施設を設けて林道の占用をしようとする者は、土地所有者とあらか

じめ協議し、その同意を受けなければならない。 

（林道の目的外使用） 
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第１５条 林業経営や森林の適正な管理以外の目的で林道の使用（以下「目的外使用」という。）

をしようとする者は、林道管理者の承認を受けなければならない。ただし第８条第１項第４号

の別に定める車両は除く。 

２ 日常的に高い頻度で目的外使用をしようとする者及び爆発物等の危険物や産業廃棄物等の

搬入出に林道の使用をしようとする者は、使用する林道敷地内の土地所有者とあらかじめ協議

し、その同意を受けるものとする。 

（占用又は目的外使用の申請） 

第１６条 第１４条第１項の規定による林道の占用又は前条第１項の規定による目的外使用を

しようとする者は、林道管理者に、占用又は目的外使用をしようとする日の１４日前までに林

道占用（目的外使用）申請書（第７号様式）を提出しなければならない。ただし、前条第２項

に係る申請については、提出期限を２０日前までとする。 

２ 林道の占用又は目的外使用の承認を受けた者が、当該承認に係る承認事項の内容を変更しよ

うとするときは、林道占用（目的外使用）変更申請書（第８号様式）を林道管理者に申請し、

承認を受けなければならない。ただし、林道の構造又は車両の通行に支障を及ぼす恐れがない

と認められる軽易なものについては、この限りではない。 

３ 林道の占用又は目的外使用の承認を受けた者が、当該承認に係る期間の満了後も引き続き占

用又は目的外使用をしようとするときは、期間満了の日の１４日前までに林道占用（目的外使

用）継続申請書（第９号様式）を林道管理者に申請し、承認を受けなければならない。 

４ 第１４条第２項及び第１５条第２項に係る申請については、土地所有者の同意書を添付する

ものとする。また、第２項及び第３項に係る申請については、既に提出済みの同意書で土地所

有者の同意が確認できる場合には、添付を省略できるものとする。 

５ 林道管理者は、申請にあたって、必要に応じて次の関係書類の提出を求める事ができる。 

（１） 位置図（工作物設置の場合は付近１００m内外の平面見取図） 

（２） 実測求積図、縦断図及び横断図 

（３） 占用工作物の構造図 

（４） 砕石、砂利、鉱物等の搬出のための占用又は使用については、関係法令に定められた

許可書の写し 

（５） その他林道管理者が特に指示した書類 

（占用又は目的外使用の承認） 

第１７条 林道管理者は、林道の占用又は目的外使用の申請があった場合には、内容を審査し、

立地条件等やむを得ないもので、かつ林道の通行及び構造に支障がない場合に限り承認するも

のとする。ただし、占用施設の設置にあたり、次の場合は、承認しないものとする。 

（１） 道路幅員内の地表面への設置 
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（２） 建築限界内の設置 

（３） 橋梁へ設置する場合は、橋桁の両側以外又は橋床の下以外への設置 

２ 林道の占用又は目的外使用の承認期間は、占用は３年以内とし、目的外使用は１年以内とす

る。ただし、次のものに係る目的外使用については、承認期間を３年以内とする。なお、承認

期間が満了し、これを更新しようとする場合の期間についても同様とする。 

（１） 占用施設の保守、点検等に係るもの 

（２） 水道法（昭和３２年法律第１７７号）、工業用水道事業法（昭和３３年法律第８４号）、

下水道法（昭和３３年法律第７９号）、地方鉄道法（大正８年法律第５２号）、ガス事業法

（昭和２９年法律第５１号）、電気通信事業法（昭和５９年法律第８６号）又は電気事業法

（昭和３９年法律第１７０号）の規定に基づき、水道管（水道事業、水道用水供給事業又は

工業用水道事業の用に供するものに限る。）、下水道管、公衆の用に供する地方鉄道、ガス

管、電気通信設備、電柱又は電線の保守・点検等に係るもの 

３ 林道管理者は、林道の占用又は目的外使用を承認しようとする場合は、条件を付すことがで

きる。 

（占用施設の完成） 

第１８条 林道の占用の承認を受けた者は、占用施設の設置が完成した場合、完成の日から７日

以内に林道占用完成届（第１０号様式）を林道管理者に提出しなければならない。ただし、占

用期間が７日以内のものについては、林道占用完成届の提出を省略することができるものとす

る。 

２ 林道管理者は、前項の届出に基づき完成状況を確認し、措置が不適切な場合には、すみやか

に必要な指示を行うものとする。 

（林道の機能復旧） 

第１９条 林道の占用又は目的外使用の承認を受けた者は、林道工作物を破損するなど林道機能

に支障を与えた場合、すみやかに林道管理者に報告し、林道管理者の指示に基づき林道機能の

復旧を図らなければならない。 

２ 林道の占用又は目的外使用の承認を受けた者は、前項の工事が完了したときは、すみやかに

林道機能復旧届（第１１号様式）を提出し、林道管理者の確認を受けなければならない。 

（占用又は目的外使用の取り消し） 

第２０条 林道管理者は、林道の占用又は目的外使用の承認を受けた者が、当該管理基準及び当

該承認に係る承認事項に違反した場合には、占用又は目的外使用の承認を取り消すことができ

る。 

（占用又は目的外使用の中止又は完了） 

第２１条 林道の占用又は目的外使用の承認を受けた者は、占用又は目的外使用を中止又は完了
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したときには、申請のとおり復旧を図り、中止又は完了の日から原則７日以内に林道占用（目

的外使用）中止（完了）届（第１２号様式）を林道管理者に提出しなければならない。ただし、

車両通行に係る目的外使用については、林道目的外使用完了届の提出を省略することができる。 

２ 林道管理者は、前項の届出に基づき復旧状況を確認し、措置が不適切な場合には、すみやか

に必要な指示を行うものとする。 

（占用又は目的外使用の禁止等） 

第２２条 林道管理者は、林道の通行に支障を及ぼさないよう、特に必要があると認められたと

きは区域を指定して、林道の占用及び目的外使用を禁止し又は制限することができる。 

（占用料及び使用料） 

第２３条 林道の占用料及び使用料は別に定めた場合のほか、これを徴収しない。 

（占用施設の譲渡） 

第２４条 占用施設を譲渡された者は、林道管理者の承諾を得た場合に限り、当該管理基準に基

づく、当該施設に関して有する権利義務を継承する。 

（占用施設の標示） 

第２５条 林道の占用の承認を受けた者は、占用現場の見やすいところに占用期間中標示板（第

１３号様式）を設置して、標示しなければならない。 

第５章 補則 

（その他） 

第２６条 この基準に定めない事項については、林道規程の定めるところによる。 

附 則 

この基準は、公布の日から施行する。 
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第１号様式（第１２条関係） 

第２号様式（第１２条関係） 

第３号様式（第１２条関係） 

第４号様式（第１２条関係） 

第５号様式（第１２条関係） 

第６号様式（第１２条関係） 

第７号様式（第１６条関係） 

第８号様式（第１６条関係） 

第９号様式（第１６条関係） 

第１０号様式（第１８条関係） 

第１１号様式（第１９条関係） 

第１２号様式（第２１条関係） 

第１３号様式（第２５条関係） 

 


